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1.  平成22年3月期第2四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 1,034 △28.2 △165 ― △152 ― △153 ―

21年3月期第2四半期 1,441 ― △84 ― △80 ― △83 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △997.19 ―

21年3月期第2四半期 △542.47 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 2,709 1,398 51.2 9,013.80
21年3月期 2,858 1,553 53.9 10,023.72

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  1,386百万円 21年3月期  1,541百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00

22年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,000 △0.2 50 107.7 46 90.6 44 163.9 286.08



4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 156,800株 21年3月期  156,800株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  3,000株 21年3月期  3,000株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第2四半期 153,800株 21年3月期第2四半期 153,800株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 



当第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日）における国内経済は、在庫調整の一巡化や経済

対策効果により、輸出の改善や工業生産の持ち直しの動きが一部で見られるものの、景気は依然として厳しい状況が

続いております。また、製造業をはじめとする一般企業においては、収益の大幅な減少、世界的景気動向の下振れ懸

念などを背景に、設備投資等に対する慎重な姿勢は変わらず、IT投資の抑制や経費削減の傾向は、依然として続いて

おります。 

このような国内経済環境の中、当社は、新３ヵ年中期経営計画の２年目「飛躍への準備」として、社員全員による

現場主義で顧客第一を着実に実行することで、顧客のビジネス視点に立ち、顧客へ新たな価値創造を提供するビジネ

スに、より一層フォーカスした営業活動を推進しております。 

既存商品については、前期より引き続き、大手通信事業者の次世代移動体通信サービス（WiMAX,Femtocell）構築

プロジェクトの継続案件、地域WiMAX構築案件、仮想移動体通信事業者（MVNO）サービス構築案件のAAA認証サーバ製

品およびソフトウェア開発の受注が堅調に推移しております。また、同製品による認証基盤を導入した次世代移動体

通信サービス（WiMAX）も７月より本稼動しました。製造業をはじめとする一般企業では、IPアドレスマネジメント

製品（DNS/DHCP）によるネットワーク構築案件の受注も堅調に推移しており、当社の強みである技術力を発揮するシ

ステム開発や、ネットワーク構築業務の実績も着実に積み上げております。 

新規商品については、新規案件が順調に立ち上がりを見せております。仮想化環境の障害分析ツール

（eGInnovations社）が、日本ユニシスのICT次世代データセンタ運用管理の自動化に向けた障害分析システムとして

採用されました。また、ビデオ会議システム（Tandberg社）では、製造業を中心に、出張経費のコスト削減の一環に

採用されるなど、受注も堅調に推移しております。 

しかしながら、市場での価格競争の激化、全般的に案件規模が小型化したことによる影響、大手製造業の大規模ビ

デオ会議システム案件の受注・売上が第３四半期以降に延びたといった状況変化により、その結果、当第２四半期累

計期間における売上高は1,034百万円（前年同期比28.2％減）となりました。 

利益面につきましては、前期より継続的に取り組んでいる生産性の向上と「フリーアドレススタイル導入でのオフ

ィススペース削減」、「業務改善による労務費削減」、「リース資産の見直し」によるコスト削減に取り組んでおり

ますが、売上高の減少に伴い売上総利益は337百万円（前年同期比26.9％減）、営業損失165百万円（前年同期は84百

万円の損失）、経常損失152百万円（前年同期は80百万円の損失）、四半期純損失153百万円（前年同期は83百万円の

損失）となりました。 

当第２四半期累計期間の事業部門別の概要は以下の通りであります。 

（プロダクトセールス事業（通信事業者/サービスプロバイダ部門）） 

当事業の通信事業者/サービスプロバイダ部門では、ブロードバンドサービス加入者向けインターネットアクセス

用ソフトウェアは、電力系ブロードサービスプロバイダ各社からの予定通りの受注を獲得し、納入となりましたが、

大手通信事業者では同市場の一巡化により、当該販売の受注が減少しました。また、アプリケーションパフォーマン

スマネジメント製品では、金融系での顧客向けサービス需要の拡大に伴う国内証券会社のネットワークサービスマネ

ジメント構築案件を受注するも、モバイル系サービス事業者での次世代高速通信サービス（LTE）構築の遅れによ

り、受注時期が第３四半期以降に延びております。その結果、売上高は159百万円（前年同期比66.4％減）となりま

した。 

（プロダクトセールス事業（エンタープライズ部門）） 

当事業のエンタープライズネットワーク部門では、製造業をはじめとする一般企業向けのIPアドレスマネジメント

製品によるネットワーク構築案件や、製造業向けのビデオ会議システム構築案件の売上は堅調に推移しております

が、前期より製造業を中心に一般企業のIT設備投資等は引き続き低迷しております。その結果、売上高は175百万円

（前年同期比14.5％減）となりました。 

（インテグレーションサービス事業） 

当事業では、大手通信事業者による次世代移動体通信サービス（WiMAX,Femtocell）構築プロジェクトの前期から

の継続案件や、地域WiMAX構築案件、仮想移動体通信事業者（MVNO）サービス構築案件のAAA認証サーバ製品の受注が

堅調に推移しております。しかし、ビデオ会議システムを採用した大手製造業の大規模ネットワーク構築案件の納入

が延びたことによって売上は第３四半期以降になり、その結果、売上高は168百万円（前年同期比36.5％減）となり

ました。 

（サポート&サービス事業） 

当事業では、市場での価格競争の激化や、全般的に案件規模が小型化したことにより、新規保守契約は低調に推移

しておりますが、既存顧客の保守契約更新率の維持向上を図ることで、同事業の売上は堅調に推移しております。そ

の結果、売上高は532百万円（前年同期比6.9％増）となりました。また、保守事業の再構築として、保守メニューの

見直しと、業務の一部内製化により業務委託を削減することで、顧客満足度の向上と業務の効率化を図ってまいりま

す。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報



  

 当第２四半期末の流動資産は、2,276百万円（前事業年度末は2,324百万円）となり48百万円減少いたしました。長

期性預金100百万円を流動資産へ振替えたこと等による現金及び預金の増加（1,305百万円から1,536百万円へ231百万

円増加）、回収等による売上債権の減少（565百万円から286百万円へ279百万円減少）等が主な要因であります。 

 当第２四半期末の固定資産は、432百万円（前事業年度末は533百万円）となり101百万円減少いたしました。長期

性預金の流動資産への振替100百万円が主な要因であります。 

 当第２四半期末の流動負債は、1,277百万円（前事業年度末は1,271百万円）となり５百万円増加いたしました。支

払等による仕入債務の減少（263百万円から141百万円へ121百万円減少）、借入等による短期借入金の増加（500百万

円から580百万円へ80百万円増加）、保守契約に係わる前受金の増加（382百万円から434百万円へ52百万円増加）等

が主な要因であります。 

 当第２四半期末の固定負債は、33百万円（前事業年度末は32百万円）となり、特筆すべき増減はありません。 

 当第２四半期末の純資産は、1,398百万円（前事業年度末は1,553百万円）となり155百万円減少いたしました。四

半期純損失の計上による利益剰余金の減少（16百万円から△136百万円へ153百万円減少）が主な要因であります。 

  

平成22年３月期の業績予想につきましては、平成21年10月29日付「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表した

とおり、通期の業績予想を修正しております。 

当第３四半期以降は、前期より引き続き、大手通信事業者の次世代移動体通信サービス（WiMAX,Femtocell）構築

プロジェクトの継続的なAAA認証サーバ製品の受注が堅調に推移しております。また、製造業をはじめとする一般企

業では、IPアドレスマネジメント製品によるネットワーク構築案件や、出張経費のコスト削減の一環でビデオ会議シ

ステムの案件など、受注も堅調に推移しており、今後も、さらなる営業努力、経費削減を行い、業績回復、利益の確

保に努めてまいる所存であります。 

以上を踏まえて、通期の業績予想は、売上高3,000百万円（前年同期実績3,005百万円）を見込んでおります。しか

しながら、引き続き厳しい経営環境が続くことを踏まえ、市場での価格競争の激化が見込まれることから、営業利益

50百万円（前年同期実績24百万円）、経常利益46百万円（前年同期実績24百万円）、当期純利益44百万円（前年同期

実績16百万円）に修正いたしました。詳細は、平成21年10月29日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下

さい。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,536,921 1,305,321

受取手形及び売掛金 286,268 565,635

有価証券 12,466 13,579

商品 155,293 176,664

仕掛品 4,321 899

前渡金 243,524 211,730

その他 39,129 52,781

貸倒引当金 △1,237 △1,826

流動資産合計 2,276,689 2,324,786

固定資産   

有形固定資産 78,139 85,627

無形固定資産 18,344 20,783

投資その他の資産 335,855 427,397

固定資産合計 432,339 533,808

資産合計 2,709,028 2,858,595

負債の部   

流動負債   

買掛金 141,857 263,090

短期借入金 580,200 500,000

未払法人税等 4,733 7,203

賞与引当金 41,352 35,641

役員賞与引当金 15,000 －

前受金 434,709 382,161

その他 59,880 83,856

流動負債合計 1,277,734 1,271,953

固定負債   

その他 33,007 32,829

固定負債合計 33,007 32,829

負債合計 1,310,741 1,304,782

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,182,604 1,182,604

資本剰余金 630,370 630,370

利益剰余金 △136,697 16,670

自己株式 △280,637 △280,637

株主資本合計 1,395,639 1,549,008

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △9,316 △7,359

評価・換算差額等合計 △9,316 △7,359

新株予約権 11,963 12,164

純資産合計 1,398,287 1,553,812

負債純資産合計 2,709,028 2,858,595



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 1,441,319 1,034,987

売上原価 979,676 697,717

売上総利益 461,643 337,270

販売費及び一般管理費 545,977 503,145

営業損失（△） △84,334 △165,875

営業外収益   

受取利息 867 962

受取配当金 730 1,932

為替差益 － 11,587

デリバティブ評価益 8,383 －

受取保険金 － 2,360

その他 2,005 1,003

営業外収益合計 11,986 17,847

営業外費用   

支払利息 2,760 4,239

為替差損 5,194 －

その他 69 －

営業外費用合計 8,023 4,239

経常損失（△） △80,371 △152,267

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 589

新株予約権戻入益 874 200

特別利益合計 874 789

特別損失   

固定資産除却損 2,044 －

特別損失合計 2,044 －

税引前四半期純損失（△） △81,542 △151,478

法人税、住民税及び事業税 1,890 1,890

法人税等合計 1,890 1,890

四半期純損失（△） △83,432 △153,368



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △81,542 △151,478

減価償却費 13,046 19,227

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,515 5,711

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 14,500 15,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △19,974 △589

受取利息及び受取配当金 △1,597 △2,895

支払利息 2,760 4,239

売上債権の増減額（△は増加） 94,775 279,366

たな卸資産の増減額（△は増加） 57,032 16,211

仕入債務の増減額（△は減少） △47,559 △121,233

その他 101,863 9,468

小計 134,819 73,029

利息及び配当金の受取額 1,593 2,792

利息の支払額 △2,500 △4,399

法人税等の支払額 △3,780 △3,780

法人税等の還付額 － 388

営業活動によるキャッシュ・フロー 130,133 68,031

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △32,312 △130,730

定期預金の払戻による収入 20,495 122,828

有形固定資産の取得による支出 △10,438 △6,844

無形固定資産の取得による支出 △1,030 △720

投資有価証券の取得による支出 △600 △2,907

その他 17,170 △1,715

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,714 △20,089

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △95,100 80,200

配当金の支払額 △42 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △4,338

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,142 75,861

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △105

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 28,275 123,698

現金及び現金同等物の期首残高 737,605 970,454

現金及び現金同等物の四半期末残高 765,880 1,094,152



 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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